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	地域共存のためには、安全性への不安を解消するための継続的な情報共有が不可欠である。そのためには、住民を中心に、地域の各主体が共通の課題解決に向けて同じ方向性を持ち、それぞれの立場に応じた役割を明確にすることが重要である。また、各主体が互いに歩み寄ることで信頼関係が構築され、より円滑な情報共有が可能となる。この信頼関係を基盤とすることで、住民が安全性への関心を持ち続け、継続的なリスクコミュニケーションを実現するための施策が必要となる。

